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1 令和７年度アプリアンケート調査「とりモビが運行したことによる生活の変化」に関する設

問（回答数269人・複数回答あり）移動に関する精神的、身体的負担が減った人43.9％、移動

に関する支出が減った人33.1％、移動に関する時間が減った人26.8％、変化はなかった人

18.6％、外出回数が増えた人 17.1％、移動範囲や外出先が広がった人16.0％、移動先での消

費が増えた人7.8％、他の公共交通の利用が増えた人 2.6％ 
2 令和７年度利用者ヒアリング調査「とりモビを利用する前と現在を比べた他の交通手段の利用頻

度の変化」に関する設問。詳細は図のとおり。 
3 令和７年度郵送アンケート調査「とりモビ以外の交通手段に関する利用頻度の変化」に関する設

問（回答者数 23人）。路線バスの利用が増えた人は 8.7％に対し、減った人は17.4％。タクシーの

利用が増えた人は0％に対し、減った人は 39.1％。 
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4 令和７年度第４回とっとり共創型交通協議会「とりモビの実証事業における検証結果」P.7～10

「利用の多い乗降場所の組み合わせ」 
5 ・令和７年度アプリアンケート調査「とりモビの乗車前後に併用した交通手段」に関する設問

（回答数 269 人・複数選択あり）。併用していない人 55.8％、路線バス 23.4％、タクシー16.4％

（上位３項目抜粋）。 

 ・令和７年度郵送アンケート調査「とりモビと併用して利用した交通手段」に関する設問（回答

数 25人）。併用していない人 36.0％、自家用車（乗せてもらう・自分で運転の計）40.0％、路線バ

ス 20.0％、タクシー8％（上位５項目抜粋）。 

 ・令和７年度利用者ヒアリング調査「他の交通手段との併用や乗り換えの予定」に関する設問

（回答数 74人・複数選択あり）。乗り換えや併用する交通手段はない人 66.2%、路線バス・くる梨

13.5％、鉄道 9.5％、タクシーは 9.5％（上位４項目抜粋）。 
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6 令和７年度運行経費・システム費用・カスタマーサポート業務委託料の計 
7 令和７年度第４回とっとり共創型交通協議会「とりモビの実証事業における検証結果」P.11「ユ

ニークユーザーに対する分析」 
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8 令和８年１月 25日開催名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育研究センター主催

「大都市都心でAIオンデマンド交通はなぜ継続できなかったか？」シンポジウム 
9 令和５～７年度年間電話予約率 令和５年度：６％ 令和６年度：９％ 令和７年度：12％ 
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10 令和７年度アプリアンケート調査「これまでのとりモビの利用目的」に関する設問（回答数

269人・複数回答あり）。飲み会 50.6％、外食16.7％、買い物15.2％。（上位３項目抜粋） 
11 令和７年度アプリアンケート調査「とりモビが運行したことによる生活の変化」に関する設
問（回答数269人・複数回答あり）移動に関する精神的、身体的負担が減った人43.9％、移動
に関する支出が減った人33.1％、移動に関する時間が減った人26.8％、変化はなかった人
18.6％、外出回数が増えた人 17.1％、移動範囲や外出先が広がった人16.0％、移動先での消
費が増えた人7.8％、他の公共交通の利用が増えた人 2.6％ 
12 令和７年度アプリアンケート調査「１か月あたりの消費金額の増加」に関する設問。（移動

先での消費が増えた人のみ回答。回答数21人）1,000 円～5,000円程度 61.9％、10,000円以

上 19.0％、5,000円～10,000 円程度 14.3％、1,000円未満 4.8％ 
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13 令和７年度郵送アンケート調査「とりモビやお住まいの地域の交通についてのご意見」に関する

自由記述。とりモビを利用したことがない人からの回答全 114件のうち、将来的な利用を望む回答

は 25件あった。 
14 令和７年度郵送アンケート調査「自動車保有状況」に関する設問（回答者数 340 人）。自分で自

由に使える自動車がある 72.4％、家族と共同で使える自動車がある 9.4％、家族が運転し乗せてく

れる自動車がある13.5％、世帯で自動車を持っていない 4.7％ 
15 令和７年度アプリアンケート調査「とりモビの総合的な満足度」に関する設問（回答数269

人）。満足 48.3％、やや満足 42.8％。（上位２項目抜粋） 
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